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公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
を
拠
点
に
、

関
係
部
局
や
関
係
機
関
が
連
携
・
協
働

し
つ
つ
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援

活
動
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に

つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
が
提
起
さ
れ

て
い
る
（
基
本
施
策
２０
）。
ま
た
、
今

年
の
１０
月
９
日
～
１１
日
に
か
け
て
岡
山

市
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
の
た

め
の
公
民
館
―
Ｃ
Ｌ
Ｃ
国
際
会
議
」

（
２９
か
国
か
ら
約
650
名
参
加
）
で
は
、

持
続
的
な
社
会
の
構
築
に
あ
た
っ
て
公

民
館
・
Ｃ
Ｌ
Ｃ
（Com

m
unity Lea-

rning Center

）
が
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

公
民
館
は
、
地
域
の
問
題
解
決
や
地

域
づ
く
り
に
関
わ
る
地
域
住
民
の
学
習

を
支
援
す
る
公
的
社
会
教
育
機
関
で
あ

る
と
い
う
観
点
か
ら
答
申
を
読
ま
せ
て

い
た
だ
い
た
。

答
申
で
は
、
社
会
状
況
、
生
活
環
境

の
分
析
を
ふ
ま
え
「
新
た
な
課
題
へ
の

対
応
」
と
し
て
公
民
館
が
取
り
組
む
必

要
の
あ
る
６
事
業
を
提
案
し
て
い
る
。

若
者
、
高
齢
者
、
孤
立
し
た
人
々
、
子

８
月
２９
日
（
金
）
に
、
第
２９
期
公
民

館
運
営
審
議
会
の
答
申
「
現
代
の
地
域

社
会
に
求
め
ら
れ
る
公
民
館
の
事
業
に

つ
い
て
」
が
、
公
民
館
長
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
全
文
は
、
公
民
館
受
付

で
冊
子
を
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
国
立

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
こ
の
答
申
は
、
約
３０
ペ
ー
ジ

に
わ
た
り
、
近
年
の
環
境
変
化
、
国
立

市
の
課
題
、
国
立
市
公
民
館
の
課
題
な

ど
を
網
羅
的
に
検
討
し
た
内
容
に
な
り

ま
し
た
。
今
号
で
は
、
こ
の
答
申
を
、

公
民
館
を
専
門
に
研
究
す
る
学
術
団
体

で
あ
る
日
本
公
民
館
学
会
の
会
長
を
務

め
る
手
打
明
敏
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ

き
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
、
公
民
館
に
求
め
ら
れ
る
も
の

近
年
、
地
域
社
会
の
活
性
化
の
観
点

か
ら
、
社
会
関
係
資
本
の
一
つ
で
あ
る

公
民
館
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
と
え
ば
、第
２
期
教
育
振
興
計
画（
平

成
２５
年
６
月
閣
議
決
定
）
の
な
か
で
は
、

ど
も
に
目
を
向
け
、
人
々
を
結
び
つ
け
、

生
き
が
い
が
得
ら
れ
る
公
民
館
事
業
の

必
要
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
提

案
は
、「
誰
も
が
排
除
さ
れ
な
い
持
続

可
能
な
社
会
を
築
く
た
め
、
教
育
の
在

り
よ
う
を
見
直
す
と
き
に
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
学
び
に
こ
そ
、
要

と
な
る
役
割
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
の

た
め
の
公
民
館
―
Ｃ
Ｌ
Ｃ
国
際
会
議
」

で
採
択
さ
れ
た
「
岡
山
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
（
約
束
）
２
０
１
４
」
に
通
じ
る
視

点
で
あ
る
。

豊
か
な
学
習
環
境
を
目
指
し
て

本
答
申
を
読
ん
で
私
が
注
目
し
た
こ

と
は
、「
５ 

公
民
館
事
業
拡
充
の
前
提

と
し
て
の
条
件
整
備
」
で
あ
る
。
公
民

館
運
営
審
議
会
が
提
示
し
た
公
民
館
事

業
を
具
体
化
す
る
た
め
に
は
、
一
つ
目

に
、
公
民
館
を
増
設
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
、
二
つ
目
と
し
て
は
、
公
民
館
職

員
の
増
員
と
専
門
性
を
強
化
す
る
こ
と

で
あ
る
。
答
申
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
公
民
館
が
市
民
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
豊
か
な
学
習
環
境
を
具

体
化
し
て
い
く
た
め
に
も
量
と
質
の
両

面
で
公
民
館
職
員
の
充
実
を
求
め
る
こ

と
は
、理
に
適
っ
た
指
摘
で
あ
る
。「
岡

山
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
に
お
い
て
も
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
地
域
の
発

展
の
過
程
に
当
事
者
と
し
て
参
加
す
る

自
信
が
も
て
る
よ
う
、
引
き
続
き
職
員

の
専
門
的
能
力
や
組
織
の
力
量
の
育
成

・
向
上
に
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
効

率
的
で
機
能
的
な
公
民
館
・
Ｃ
Ｌ
Ｃ
づ

く
り
を
着
実
に
進
め
る
」。

答
申
が
提
案
し
た
国
立
市
公
民
館
の

課
題
は
、「
公
民
館
―
Ｃ
Ｌ
Ｃ
」
が
取

り
組
む
世
界
的
共
通
性
を
持
つ
課
題
で

も
あ
る
。
今
後
の
国
立
市
の
取
り
組
み

に
注
目
し
た
い
。

☎ ０４２-５７２-５１４１
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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、

第
２９
期
　
国
立
市
公
民
館
運
営
審
議
会
答
申

手て
う
ち打

明あ
き

敏と
し（

日
本
公
民
館
学
会
会
長
・
筑
波
大
学
）

「
現
代
の
地
域
社
会
に
求
め
ら
れ
る

�

公
民
館
の
事
業
に
つ
い
て
」を
読
ん
で

手
打
明
敏
さ
ん
（
２
０
１
２
年
、
公
民
館
の

つ
ど
い
に
て
）
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た
文
章
に
つ
い
て
も
何
度
か
検
討
を
重

ね
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
４
年
８

月
の
定
例
会
で
答
申
文
を
最
終
決
定
し
、

８
月
２９
日
に
館
長
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

答
申
は
Ａ
４
版
で
約
３０
ペ
ー
ジ
、
公

民
館
が
取
り
組
む
べ
き
事
業
等
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
提
言
は
４５
項
目
と
な
り

ま
し
た
。

要
望
書
の
提
出

【
職
員
人
事
に
つ
い
て
の
要
望
書
】

公
民
館
事
業
を
企
画
し
、
実
施
す
る

の
は
職
員
で
す
。
公
民
館
が
良
い
事
業

を
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
は
ひ
と
え
に

公
民
館
職
員
の
力
量
に
か
か
っ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
歴
代
の
公
運
審
が
指
摘
し

て
き
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
が
、
今
期

の
公
運
審
も
ま
た
、
公
民
館
職
員
体
制

の
あ
り
方
に
深
い
関
心
を
持
ち
、
市
長
、

教
育
委
員
長
に
要
望
書
を
３
通
、
提
出

し
ま
し
た
。

最
初
の
１
通
は
、
社
会
教
育
主
事
で

在
職
４
年
の
職
員
が
２
０
１
３
年
４
月

に
配
転
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
の
、

「
公
民
館
職
員
の
異
動
に
関
し
て
は
公

館
長
か
ら
の
諮
問
「
現
代
の
地

域
社
会
に
求
め
ら
れ
る
公
民
館

の
事
業
に
つ
い
て
」
に
応
え
、
答

申
を
提
出

今
期
の
公
運
審
が
取
り
組
ん
だ
最
大

の
課
題
は
、
２
０
１
３
年
３
月
の
第
５

回
定
例
会
で
公
民
館
長
か
ら
出
さ
れ
た

諮
問
「
現
代
の
地
域
社
会
に
求
め
ら
れ

る
公
民
館
の
事
業
に
つ
い
て
」
を
受
け

て
、
答
申
を
作
成
す
る
こ
と
で
し
た
。

答
申
の
作
成
は
、
５
月
の
第
７
回
定
例

会
か
ら
、
各
委
員
が
、
公
民
館
事
業
の

現
状
を
踏
ま
え
て
、
思
っ
て
い
る
こ
と

を
自
由
に
出
し
合
い
、
意
見
交
換
す
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

何
回
か
自
由
に
話
し
合
っ
て
い
る
う

ち
に
、
次
第
に
「
国
立
市
公
民
館
が
取

り
組
む
べ
き
課
題
」
の
数
々
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
課
題
を
大
き
く

３
つ
に
整
理
・
分
類
し
、
３
つ
の
小
委

員
会
を
つ
く
っ
て
、
事
業
に
つ
い
て
の

具
体
的
提
言
を
検
討
し
文
章
化
す
る
、

と
い
う
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
以
降
、

小
委
員
会
で
の
検
討
→
定
例
会
で
の
発

表
・
意
見
交
換
→
小
委
員
会
で
の
再
検

討
→
定
例
会
で
の
討
議
、
と
い
う
手
順

を
何
度
か
繰
り
返
し
、
全
体
を
ま
と
め

公
民
館
運
営
審
議
会
は
、
市
民
や
学

校
の
先
生
、
社
会
教
育
の
専
門
の
方
な

ど
で
構
成
さ
れ
、
２
年
間
の
任
期
で
月

一
回
開
か
れ
て
い
ま
す
。
公
民
館
に
市

民
の
声
を
反
映
す
る
た
め
の
会
で
、
ど

な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

は
じ
め
に

第
２９
期
国
立
市
公
民
館
運
営
審
議
会

（
以
下
、
公
運
審
）
は
、
２
０
１
２
年

１１
月
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
委
員

１５
名
（
社
会
活
動
団
体
・
機
関
か
ら
の

推
薦
者
１１
名
、
学
校
教
育
関
係
者
１
名
、

家
庭
教
育
関
係
者
１
名
、
学
識
経
験
者

２
名
）
の
う
ち
、
前
期
か
ら
引
き
続
い

て
の
委
員
は
４
名
、
１
期
目
の
委
員
は

１１
名
で
し
た
。
１
期
目
の
委
員
が
多
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。

第
１
回
定
例
会
で
、
教
育
長
か
ら
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
ま
ず
は
正
・
副
委

員
長
、
各
種
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

続
く
数
回
の
定
例
会
で
は
、
公
民
館
に

つ
い
て
、
お
よ
び
、
公
運
審
に
つ
い
て

学
び
、
ま
た
、
２
０
１
２
年
度
の
公
民

館
事
業
の
概
要
と
予
算
の
説
明
を
館
長

か
ら
受
け
ま
し
た
。

自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

第
２９
期
公
運
審
　
活
動
記
録

・
１１
・
１３　

［
第
１
回
定
例
会
］
委
嘱
状
伝
達
。
委
員
長
、
副
委
員
長
選
出
。
公

民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
、
社
会
教
育
学
習
会
委
員
を
選
出
。

１２
・
９　

第
５０
回
東
京
都
公
民
館
研
究
大
会
（
委
員
６
名
参
加
）。

１２
・
１１　

［
第
２
回
定
例
会
］
委
員
研
修
「
公
民
館
の
歴
史
」。

・
１
・
８　

［
第
３
回
定
例
会
］
委
員
研
修
「
公
民
館
事
業
概
要
の
説
明
」。

２
・
１２　

［
第
４
回
定
例
会
］
委
員
研
修
「
公
民
館
予
算
」。
公
民
館
の
施
設
、

設
備
見
学
。

２
・
１7　

東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
（
以
下
、
都
公
連
）
委
員
部
会
研
修
会

（
講
師
・
荒
井
文
昭
氏
）
委
員
３
名
参
加
。

３
・
１２　

［
第
５
回
定
例
会
］
館
長
よ
り
諮
問
「
現
代
の
地
域
社
会
に
求
め
ら

れ
る
公
民
館
の
事
業
に
つ
い
て
」。
社
会
教
育
学
習
会
「
未
来
夜
話

（
第
１
回
）」
が
開
か
れ
、
定
例
会
終
了
後
研
修
と
し
て
委
員
１４
名

参
加
。

４
・
９　

［
第
６
回
定
例
会
］「
国
立
市
公
民
館
職
員
人
事
に
関
す
る
要
望
書

〈
案
〉」
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
社
会
教
育
委
員
の
会
委
員
、
都
公

連
委
員
部
会
委
員
を
選
出
。

５
・
１４　

［
第
７
回
定
例
会
］「

年
度
事
業
報
告
書
」
に
つ
い
て
館
長
よ
り

報
告
。
諮
問
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

５
・
２7　

「
国
立
市
公
民
館
職
員
人
事
に
関
す
る
要
望
書
」
を
市
長
、
教
育
委

員
長
に
提
出
。

６
・
１１　

［
第
８
回
定
例
会
］「
公
民
館
事
業
の
現
状
と
課
題
」
の
説
明
等
。

７
・
９　

［
第
９
回
定
例
会
］
館
長
よ
り
諮
問
事
項
の
背
景
説
明
等
。

８
・
１３　

［
第
１０
回
定
例
会
］
諮
問
事
項
の
討
議
「
国
立
市
の
課
題
」。

８
・
２４　

都
公
連
委
員
部
会
研
修
会
（
講
師
・
上
田
幸
夫
氏
）
委
員
１
名
参
加
。

９
・
５　

社
会
教
育
学
習
会
「
未
来
夜
話
（
第
２
回
）」
委
員
８
名
参
加
。

９
・
１０　

［
第
１１
回
定
例
会
］
諮
問
事
項
の
討
議
「
国
立
市
の
課
題
と
公
民
館

事
業
」
等
。

１０
・
８　

［
第
１２
回
定
例
会
］
諮
問
事
項
の
討
議
「
公
民
館
事
業
の
課
題
」
等
。

１１
・
１２　

［
第
１３
回
定
例
会
］
答
申
骨
子
（
案
）
を
め
ぐ
っ
て
討
議
。「
公
民

館
だ
よ
り
」
の
市
報
と
の
統
合
案
を
め
ぐ
る
動
き
に
つ
い
て
意
見
交

換
。

第
２９
期　

公
民
館
運
営
審
議
会

（
任
期
２
０
１
２
年
１１
月
１
日
～
２
０
１
４
年
１０
月
３１
日
）

活
動
の
ま
と
め
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民
館
職
員
の
専
門
性
を
十
分
に
踏
ま
え

て
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
書
で
す

（
２
０
１
３
年
５
月
２7
日
提
出
）。

２
通
目
は
、
長
期
間
、
公
民
館
で
働

い
た
職
員
が
２
０
１
４
年
３
月
で
定
年

退
職
と
な
る
、「
そ
の
後
任
に
つ
い
て

十
分
な
配
慮
を
求
め
る
」
と
の
要
望
書

で
す
（
２
０
１
３
年
１１
月
２7
日
提
出
）。

３
通
目
は
、
今
期
の
「
答
申
」
の
提

言
を
踏
ま
え
て
の
、「
職
員
体
制
の
拡

充
を
求
め
る
要
望
書
」
で
す
（
２
０
１

４
年
１０
月
９
日
提
出
）。

【「
公
民
館
だ
よ
り
」
の
統
合
に
関
す
る

要
望
書
】

２
０
１
３
年
１１
月
に
、「
公
民
館
だ

よ
り
」、「
市
報
く
に
た
ち
」、「
く
に
た

ち
市
議
会
だ
よ
り
」
な
ど
市
の
広
報
紙

を
統
合
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
意
見
が

あ
り
、
担
当
者
会
議
が
開
か
れ
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
公

運
審
と
し
て
は
、「
統
合
の
是
非
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
た
め
と
い
う
視
点
で
、

市
民
の
意
見
を
聞
い
て
検
討
す
べ
き
で

あ
る
」
と
い
う
趣
旨
の
要
望
書
を
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
（
２
０
１
３
年
１１
月

２7
日
提
出
）。

反
省
点
と
課
題

今
期
の
公
運
審
は
、「
答
申
」
作
り

に
追
わ
れ
、
多
忙
の
う
ち
に
任
期
を
終

え
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
重
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
以

下
の
２
つ
で
す
。

１
つ
は
、
各
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
、

公
民
館
か
ら
そ
の
計
画
、
実
績
等
に
つ

い
て
の
し
っ
か
り
と
し
た
説
明
を
受
け
、

公
民
館
事
業
の
望
ま
し
い
あ
り
方
に
つ

い
て
館
と
共
に
考
え
る
、
と
い
う
作
業

が
十
分
に
は
行
え
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

あ
と
１
つ
は
、
前
期
ま
で
の
公
運
審
の

答
申
等
で
の
提
言
に
つ
い
て
、
そ
の
実

施
状
況
を
追
跡
す
る
こ
と
が
不
十
分
に

し
か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

お
わ
り
に

地
域
社
会
に
お
け
る
公
民
館
の
役
割

が
重
要
性
を
増
し
て
き
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
近
隣
他
市
の
状
況
な
ど
を

見
ま
す
と
、
公
民
館
が
そ
の
力
を
十
分

に
は
発
揮
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
な

か
で
、
国
立
市
公
民
館
は
、
な
お
、
き

ち
ん
と
新
た
な
役
割
を
果
た
し
続
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
積
み

重
ね
と
市
民
の
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
楽
観
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
、
国
立
市
公
民
館
が
市
民
に
と

っ
て
力
と
な
る
公
民
館
で
あ
り
続
け
て

い
く
た
め
に
は
公
運
審
の
役
割
が
き
わ

め
て
重
要
で
あ
る
と
、
委
員
一
同
、
認

識
を
深
め
た
２
年
間
で
し
た
。

第
２９
期
国
立
市
公
民
館
運
営
審
議
会

山
家
悠
紀
夫（
委
員
長
）、山
田
哲
也（
副

委
員
長
）、
石
井
直
美
、
岩
知
道
浩
子
、

大
井
利
雄
、
長
田
利
信
、
佐
藤
節
子
、

佐
藤
ミ
ヱ
、
鮫
島
恭
江
、
志
賀
明
、

志
村
泰
宏
、
杉
野
聖
子
、
丹
野
春
香
、

戸
井
田
展
、
間
瀬
英
一
郎

・
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
委
員
部

会
委
員　

山
家
悠
紀
夫
（
～

・
３

・
３１
）、
佐
藤
ミ
ヱ

・
「
公
民
館
だ
よ
り
」
編
集
研
究
委
員

石
井
直
美
、
大
井
利
雄
、
長
田
利
信

・
社
会
教
育
学
習
会
委
員　

佐
藤
節
子
、

杉
野
聖
子
、
間
瀬
英
一
郎

・
社
会
教
育
委
員
の
会
委
員

　

佐
藤
節
子

学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

１１
・
２7　

「
公
民
館
だ
よ
り
の
統
合
に
関
す
る
要
望
書
」
を
市
長
に
、「
公
民

館
職
員
の
人
事
に
関
す
る
要
望
書
」
を
市
長
、
教
育
委
員
長
に
提
出
。

１２
・
１　

都
公
連
委
員
部
会
研
修
会
（
講
師
・
伊
東
静
一
氏
）
委
員
２
名
参
加
。

１２
・
１０　

［
第
１４
回
定
例
会
］
答
申
骨
子
（
案
）
を
め
ぐ
っ
て
討
議
。
答
申
作

成
に
向
け
課
題
別
小
委
員
会
を
組
成
。

　
　

１２
～

・
４　

諮
問
事
項
に
つ
き
課
題
別
小
委
員
会
に
て
話
し
合
い
。

・
１
・
１４　

［
第
１５
回
定
例
会
］
課
題
別
小
委
員
会
か
ら
討
議
内
容
の
報
告
、
討

議
。

１
・
１８　

第
５１
回
東
京
都
公
民
館
研
究
大
会
、
委
員
６
名
が
参
加
。

２
・
１１　

［
第
１６
回
定
例
会
］
課
題
別
小
委
員
会
か
ら
討
議
内
容
の
報
告
、
討

議
。

２
・
２３　

都
公
連
委
員
部
会
研
修
会
（
講
師
・
荒
井
文
昭
氏
）
委
員
２
名
参
加
。

２
・
２５　

社
会
教
育
学
習
会
「
未
来
夜
話
（
第
３
回
）」
委
員
６
名
参
加
。

３
・
１１　

［
第
１7
回
定
例
会
］
課
題
別
小
委
員
会
か
ら
討
議
内
容
の
報
告
、
討

議
。

４
・
８　

［
第
１８
回
定
例
会
］
課
題
別
小
委
員
会
提
出
の
文
案
を
討
議
。

４
・
１６　

都
公
連
総
会
。
委
員
２
名
出
席
。

５
・
１３　

［
第
１９
回
定
例
会
］
課
題
別
小
委
員
会
提
出
の
文
案
修
正
点
を
討
議
。

「

年
度
公
民
館
予
算
」
に
つ
い
て
館
長
か
ら
説
明
を
受
け
る
。

６
・
１０　

［
第
２０
回
定
例
会
］「
答
申
（
案
）」
を
討
議
。

７
・
８　

［
第
２１
回
定
例
会
］「
答
申
（
案
）」
を
討
議
。

７
・
１９　

都
公
連
委
員
部
会
研
修
会
（
講
師
・
上
田
幸
夫
氏
）
委
員
２
名
参
加
。

８
・
１２　

［
第
２２
回
定
例
会
］「
答
申
（
案
）」
を
討
議
、
了
承
。

８
・
２９　

「
現
代
の
地
域
社
会
に
求
め
ら
れ
る
公
民
館
の
事
業
に
つ
い
て
」
答

申
を
提
出
。

９
・
９　

［
第
２３
回
定
例
会
］「
職
員
体
制
の
拡
充
に
関
す
る
要
望
書
」、「
活

動
の
ま
と
め
」
に
つ
き
討
議
。

９
・
２7　

社
会
教
育
学
習
会
「
未
来
夜
話
（
第
４
回
）」
委
員
４
名
参
加
。

１０
・
９　

「
職
員
体
制
の
拡
充
に
関
す
る
要
望
書
」
を
市
長
、
教
育
委
員
長
に

提
出
。

１０
・
１４　

［
第
２４
回
定
例
会
］「
活
動
の
ま
と
め
」。

　
　

１０
・
１６
～
１7　

第
５５
回
関
東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究
大
会　

委
員
３
名
参
加
。
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講　師　稲垣　栄
ひで

洋
ひろ

（静岡大学）

「自然界では強い者だけが生き残るはずなのに、どうし
てたくさんの弱い生き物たちが、自然を謳歌しているのだ
ろうか。これが本書の重要なテーマである」と稲垣さんは
著書の冒頭で述べています。何気なく生きている動植物が
厳しい自然界を生き抜くためには、群れる、メスを装う、
他者に化ける、時間をずらすなどの弱者ならではの驚くべ
き生存戦略を発達させています。

私たちの暮らす世の中にも厳しい競争社会があって、勝
者を除いた多くの人間や会社にとっては生きづらい状況に
あります。そこで、自然界をたくましくしたたかに生き抜
く「弱者の戦略」から、生きるためのいくつかのヒントを
得てみたいと思います。

〈稲垣さんの本〉『弱者の戦略』（新潮選書）、『雑草は踏ま
れても諦めない』（中公新書ラクレ）ほか多数。

と　き　１２月１４日（日）昼１時～４時
ところ　公民館　３階集会室　定　員　３０名（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は

入場を制限させていただきます。

講　師　懸
かけ

樋
ひ

　哲夫（ガウスネット代表）

夢の乗り物「リニア新幹線」が現実的なものになり、移
動の利便性や経済効果の向上が考えられています。一方、
環境や電力消費などの問題が浮上してきています。加えて
住宅地を通るリニア新幹線の安全性は……？　今回は、リ
ニア新幹線の事故のリスクと、それを防ぐために必要な電
力量の関係、さらに電磁波の人体への影響にも焦点を当
て、リニア新幹線の裏側について考えます。

〈懸樋さんの著書〉
『高圧線と電磁波公害』（緑風出版）、『危ないリニア新幹
線』（緑風出版）ほか多数。

と　き　１２月２０日（土）昼２時～４時
ところ　公民館　３階集会室
定　員　３０名（先着順）
申込先　１２月９日（火）朝９時～
 公民館☎（５7２）５１４１

作るのが面倒だけど、みんなで食べてみたいキッシュ。
一度作ってみませんか。グループに分かれて協力して作り
ます。

ほかにピラフやスープ、デザートを作る予定です。ぜひ
ご参加ください。

講　師　北川　みどり（管理栄養士）

と　き　１２月２１日（日）
 朝１０時～昼１時半くらいまで
ところ　福祉会館　３階料理講習室
定　員　父と子８組（祖父でも可）
 （先着順）
費　用　一組（子ども１人まで）１，５００円
 　　（子ども２人まで）１，６００円
 　　（子ども３人まで）１，7００円

１２月１４日（日）までに公民館へお支払いください（受
付時間：月曜日以外の朝９時～夕５時）。当日払いは
できません。食材購入後のキャンセルは実費をご負担
していただきます。

持ち物　 エプロン、三角巾（タオル可）、筆記用具、ポリ袋
（ゴミ持ち帰り用）、ふきん（台ふき用、皿ふき用）

申込先　１２月９日（火）朝９時～
 公民館☎（５7２）５１４１

〈図書室のつどい〉〈環境講座〉

リニア新幹線のジレンマ 弱者の戦略
～生物界のおきてに学べ～

講　師　東郷　克美（日本近代文学）

と　き　１２月１１日（木）夜７時～９時
　　　　（通常より３０分早く開始します）
ところ　公民館　３階講座室
申込先　公民館☎（５7２）５１４１
＊次回は１月８日（木）田中慎弥『共喰い』（集英社文

庫）です。

陶芸講座の参加者が作った、コーヒーカップやトースト
皿などを展示します。作品展終了後は公民館の喫茶「わい
がや」で使われます。おいでください。
と　き　１２月１３日（土）昼２時～２１日（日）昼２時
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
＊陶芸講座（講師　木村冨美枝・大野博美）は、滝乃川学

園の協力を得て５月から１１月まで行いました。

〈くにたちブッククラブ　時空をこえる言葉２〉

泉鏡花『草迷宮』（岩波文庫）

しょうがいしゃ青年教室

陶 芸 講 座 作 品 展
 

技
の
伝
授

昨
年
の
作
品

冬休み！　男性の料理入門・親子版

子どもと一緒に
ホームパーティー料理に挑戦！

個人的・集団的力量を発達させる権利である。
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地域で日本語を教えてみたいと考えている方のための講
座です。日本語を教える際に必要なことを、理論・実践の
両方から学んでいきます。（全８回）
※ 講座終了後に、日本語サポートボランティアに参加する

こともできます。

◆総論篇：１月７日（水）
～地域の日本語ボランティアの役割とは～

　　講　師：林川　玲子
 （東京日本語ボランティア・ネットワーク）

◆理論篇：１月１４日、２１日、２８日（水）
～日本語教育のための文法事項や文型について～

　　講　師：庵
いおり

　功雄（一橋大学・日本語教育）

◆実践篇：２月４日、１８日、２５日、３月４日（水）
～地域日本語教室の現状理解と実践演習～

　　講　師：志村　ゆかり（東京経済大学・日本語教育）

時　間　いずれも水曜日、夜７時～９時
定　員　２５名（先着順）
 ＊全回参加できる方を優先します。
ところ　公民館　３階講座室
費　用　テキスト代実費　※２，０００円程度
　　　　（『にほんごこれだけ！１・２』ココ出版）
申込先　１２月１０日（水）朝９時～
 公民館☎（５7２）５１４１

講　師　長谷川　宏（哲学者）

ヘーゲルの翻訳や哲学研究で多くの著作を出している長
谷川宏さんを講師に、今年度は戦後の民俗学者である宮本
常一の『忘れられた日本人』を取り上げます。宮本は１９３０
年代から生涯、全国を歩き地元民から聞き取りを続け、柳
田民俗学から出発しつつも独自の民俗学を構築しました。

宮本が追求したかったことは何だったのか、講読を通じ
哲学の観点から考えてみたいと思います。

読書会の形式です。初めての方のご参加を歓迎します。

〈長谷川さんの著訳書〉
ヘーゲル『精神現象学』の翻訳でドイツ連邦政府翻訳賞

受賞。『高校生のための哲学入門』（ちくま新書）、『ことば
をめぐる哲学の冒険』（毎日新聞社）、『双書哲学塾　生活
を哲学する』（岩波書店）ほか多数。

と　き　１月１０日、１７日、２４日、３１日、２月７日
 全５回、いずれも土曜日、昼２時～４時
ところ　公民館　３階集会室
定　員　３０名（応募者多数の場合は抽選。原則全回出席で

きる方）

申込方法　往復はがきの往信用裏に、氏名（フリガ
ナ）・住所・電話番号を明記のうえ、下記ま
でお申込みください。（はがき１枚につき１
人まで。記載漏れは無効とします。）
※返信用表にも住所・氏名を明記してください。

申込締切　１２月１９日（金）必着
申込先　国立市公民館　哲学講座担当
　　　　〒１８６―０００４　国立市中１―１５―１
問合先　公民館☎（５7２）５１４１

地方自治とは、地域のことは、地域に暮らす私たちが自
らの手で決めていくということ。

２０００年以降の地方分権改革によって国と地方自治体の関
係が大きく見直されましたが、私たち市民の想いは、まち
づくりや施策に反映されているでしょうか。

この講座では、市民のための自治体の
あり方を学び、本来私たちができるこ
と、今取り組まなければならない課題に
ついて考えたいと思います。

と　き　全３回、いずれも日曜日、
　　　　昼１時半～３時半
　　　　＊１回のみの参加も可能です。
ところ　公民館　３階講座室
定　員　３０名（先着順）
申込先　１２月９日（火）朝９時～

公民館☎（５7２）５１４１

〈哲学講座〉

宮本　常一『忘れられた日本人』
� （岩波文庫）

長谷川宏さんと読む本

〈地方自治講座①〉

学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

地域で日本語支援をしたい人のための

日本語教育入門

市民のためのまちづくり講座

回 月　日 内　容 講　師

１ １２月２１日
憲法と地方自治

～日本国憲法に規定される地方自治～
杉原泰雄

（一橋大学名誉教授）

２ １月１１日
市民による自治のしくみ

～市民と首長と議会はどんな関係か～ 福嶋浩彦
（中央学院大学、

元我孫子市長）
３ １月２５日

人口減少の中で自治体をどう経営するか
～問われる創意工夫と自立～

昨
年
度
の
様
子
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http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

〈Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会〉
《シリーズ「ニッポンの記録映画」VOL.４１》

『伝統芸能の至芸』
―名人芸の真髄を見る―

《上映作品》

『吉田玉男・文楽に生きる』
　　　　　１９８１年　カラー　３４分　監督 木村正美

『狂言師・三宅藤九郎』
　　　　　１９８４年　カラー　３２分　監督 吉田喜重

『歌舞伎の魅力・菅承相�
� 片岡仁左衛門―義太夫狂言の演技』
　　　　　１９８２年　カラー　３５分　監督 羽田澄子

記録映画の重要な役割として、優れた伝統文化を記録し
て、その素晴らしさを一般の人たちに伝えていくというこ
とがあります。

今回は、日本の伝統芸能の成り立ちやその芸を今に伝え
るべく精進を続ける名人たちの至芸を記録し、高い評価を
受けた名作ドキュメンタリー３篇、『吉田玉男・文楽に生
きる』『狂言師・三宅藤九郎』、『歌舞伎の魅力・菅承相　
片岡仁左衛門』をお楽しみいただきます。

と　き　１２月２１日（日）昼２時～４時頃
ところ　公民館　地下ホール
定　員　８５人（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は

入場を制限させていただきます。

講　師　藥
やく

師
し

　実
み

芳
か

（ＮＰＯ法人 ReBit 代表理事）

現代社会を若い私たちはどう生きるのか。シリーズ第２
回は、ＬＧＢＴをめぐる問題にＮＰＯを起ち上げて取り組
んでいる藥師実芳さんを招いてお話をうかがいます（ＬＧ
ＢＴとは、レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トラン
スジェンダーの頭文字をとった、セクシュアルマイノリテ
ィの総称）。

幼少期に米国に住んでいた藥師さん。心は男性、身体は
女性として生を受けましたが、「日本に帰ってくるまで性
別について意識することはなかった」と言います。

近年はメディアから注目されていますが、日本社会はＬ
ＧＢＴにとって「生きづらい」国と言わざるをえません。
一人ひとりが、互いの違いを受け止めて、その人らしく生
きられる社会。そうした社会の実現に向けて、教育現場で
の講演活動やＬＧＢＴ成人式などを手掛ける藥師さんのお
話と、事前学習会を通して考えます。

と　き　１２月２７日（土）昼２時～５時
ところ　公民館　１階青年室
対　象　１０代後半～３０代の方　定員　２５名
申込先　公民館☎（５7２）５１４１
メール　a２０@whi.m-net.ne.jp（メール申込み可）

事前学習会 「映画に学ぶＬＧＢＴ」

講　師　橋本　恭子（一橋大学特別研究員）

と　き　１２月２１日（日）昼２時～４時半
ところ　公民館　１階青年室　定員　２５名
＊上記と同様に申込みください。

「寛容」について考えさせられる話題やニュースが近年
増えてきているのではないでしょうか。「許さない」「許せ
ない！」そんな言葉があふれる一方、「不寛容」を批判す
る言葉もよく目にします。現代社会で求められている「寛
容」とはどのようなものなのでしょうか。

一昨年の「地域活動入門」講座からできたグループで
は、市民と一橋大学大学院のメンバーが道徳教育について
考える時間を約１年間重ねてきました。２０１８年度から小中
学校で「道徳の時間」が教科化される見通しであることな
ども背景に、この講座では、皆さんと一緒に現代の「寛
容」について考えたいと思います。

と　き　全５回いずれも土曜日、昼２時～４時
ところ　公民館　３階講座室
定　員　３０名（全回参加できる方優先）
申込先　１２月９日（火）朝９時～
 公民館☎（５7２）５１４１

〈教育講座〉

「寛容」について学び、伝え、考える

回 月日 テーマ 講師（所属）

１ １月１０日
これまでの活動紹介／

道徳教育の変遷

武村知子
（一橋大学）／

浦野歩
（一橋大学大学院生）

２ １月２４日 「寛容」について
藤野寛

（一橋大学）

３ ２月７日
〈ワークショップ〉
子ども達に「寛容」
を伝えるとしたら？

片岡佑介
（一橋大学大学院生）

４ ２月１４日 前回のふり返り 武村知子

５ ３月７日 〈対談〉（予定）

青年講座　【シリーズ　現代社会を、私はこう生きる】

「ありのままの自分」を生きられる
社会をめざして



(7) 第 号 く に た ち 公 民 館 だ よ り 年（平成 年）658 2014 26 1212月５日

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

水
泳
会
員
募
集
　
か
も
め
ク
ラ
ブ

健
康
な
身
体
づ
く
り
、
生
活
習
慣
に

水
泳
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
泳

力
別
に
コ
ー
チ
の
指
導
を
受
け
て
泳
ぎ

ま
す
。
男
女
問
わ
ず
、
体
験
可
。

日
時　

毎
週
金
曜
日　

朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

田
淵
（
5１0
）
１
１
０
７

グ
レ
ッ
グ
太
極
・
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

当
サ
ー
ク
ル
の
体
操
は
病
後
の
リ
ハ

ビ
リ
免
疫
の
活
性
化
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
効

果
等
健
康
の
た
め
に
古
い
時
代
に
考
案

さ
れ
た
も
の
。
講
師
グ
レ
ッ
グ
は
長
年

身
体
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
に
携
わ
る

日
時　

毎
週
火
曜
日　

夜
７
時
半
～

場
所　

公
民
館

連
絡
先　

ソ
ウ
0９0
（
９１３6
）
１
５
５
７

テ
ニ
ス
の
仲
間
若
干
名
募
集

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

で
す
。
主
に
週
末
午
前
に
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
国
立
市
民
、
５０
歳
代

歓
迎
、
お
試
し
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

コ
ー
ト
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

土
日
祝　

原
則
午
前

場
所　

谷
保
、
矢
川
、
広
場
コ
ー
ト
他

連
絡
先　

佐
藤
（
5７４
）
９
５
５
９

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
ご
紹
介

あ
な
た
も
シ
ャ
ト
ル
ボ
ー
ル
を
打
っ

て
み
ま
せ
ん
か
！　

一
本
の
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
で
打
ち
進
み
網
ホ
ー
ル
に
入
れ
て

コ
ー
ス
を
廻
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

体
験
会
開
催
中

日
時　

毎
週
木
曜
日　

昼
１２
時
～
３
時

場
所　

谷
保
第
三
公
園　

野
球
場

連
絡
先　

岡
田
（
5７5
）
１
３
５
８

「
和
み
く
ら
ぶ
」
会
員
募
集

太
極
拳
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
は

体
力
や
運
動
神
経
に
係
わ
ら
ず
、
ど
ん

な
年
代
の
人
で
も
で
き
る
の
が
魅
力
で

す
。
心
も
体
も
芯
か
ら
強
く
美
し
く
。

ま
ず
は
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
金
曜
日
昼
３
時
～
５
時
半

場
所　

総
合
体
育
館　

第
３
体
育
室

連
絡
先　

山
田
0９0
（
３４３９
）
０
３
３
９

公
民
館
の
在
り
方
を
考
え
る
学
習
会

「
公
民
館
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
第

２９
期
公
民
館
運
営
審
議
会
答
申
が
出
ま

し
た
。
前
公
運
審
委
員
長
を
招
い
て
答

申
書
を
読
み
、
今
後
の
公
民
館
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。
主
催
公
民
館
を
守
る
会

日
時　

１２
月
１４
日
㈰
朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

公
民
館　

３
階
集
会
室

連
絡
先　

杉
原
（
5７７
）
０
１
２
４

第
１９７
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ 

プ
リ
テ
ィ
さ
ん
の
イ
ン
ド
料
理

チ
キ
ン
カ
レ
ー
と
デ
ザ
ー
ト
を
作
り

ま
し
ょ
う
。
材
料
費
８00
円
。
ふ
き
ん
と

ゴ
ミ
袋
を
ご
持
参
下
さ
い
。

日
時　

１２
月
１４
日
㈰
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
5７１
）
１
０
０
７

１１
月
１１
日
（
火
）
第
３０
期
第
１
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１４
名
、
教
育
長
、

館
長
、
職
員
２
名
が
出
席
。
傍
聴
２
名
。

は
じ
め
に
教
育
長
か
ら
各
委
員
に
委

嘱
状
を
伝
達
（
任
期
は
平
成
２８
年
１０
月

３１
日
ま
で
の
２
年
間
）。
教
育
長
の
あ

い
さ
つ
、
各
委
員
の
自
己
紹
介
の
後
、

委
員
長
、
副
委
員
長
等
を
選
出
。

委
員
長
に
は
佐
藤
節
子
氏
、
副
委
員

長
に
山
田
哲
也
氏
、
公
民
館
だ
よ
り
編

集
研
究
委
員
に
長
田
利
信
氏
、
龍
野
瑶

子
氏
、
三
好
紀
子
氏
、
社
会
教
育
学
習

会
委
員
に
今
村
和
義
氏
、
田
中
一
嘉
氏
、

富
田
和
枝
氏
、
東
京
都
公
民
館
連
絡
協

議
会
委
員
に
大
井
利
雄
氏
が
選
出
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

１０
月
号
の
反
響
並
び
に
１１
月
号
の
内

容
に
つ
い
て
報
告
あ
り
。
第
１４
期
編
集

研
究
委
員
会
は
１１
月
末
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

答
申
の
作
成
に
向
け
議
論
。
委
員
が

分
担
し
て
執
筆
中
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

委
員
部
会
第
２
回
研
修
会
「
公
民
館

の
活
性
化
の
方
法
」が
１１
月
２２
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
る
。

次
回
は
、
１２
月
９
日
（
火
）
午
後
７

時
１５
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。

 

（
公
民
館
）

ひ
ろ
ば

（
８
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

館内掲示等で呼び掛けた
「公民館を自分たちでキレイ
にしよう！　第３弾」。

１０月２０日（ 月 ）午 後、１６
人の市民と職員で、実習室の
壁とロビーの柱の塗装、地下
ホールの壁の修復、実習室の
キッチンと公民館入口の清掃
を行いました。

呼び掛け
・第５９回くにたち市民
 文化祭実行委員会
・公民館利用者連絡会
・くにたち地域外国人の
 ための防災連絡会

正
面
入
口
の
文
字
が

�

見
や
す
く
な
り
ま
し
た

壁
の
へ
こ
み
を
修
復

キ
ッ
チ
ン
も
ピ
カ
ピ
カ

公民館がキレイになりました

かるがもの大家族―矢川緑地―
撮影　末永晧さん（富士見台）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告
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「
ひ
ろ
ば
」
に
掲
載
す
る
、
国

立
の
ま
ち
の
風
景
や
行
事
、
自
然

な
ど
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

毎
月
１
、
２
枚
掲
載
予
定
で
す
。

恐
縮
で
す
が
お
礼
は
お
出
し

で
き
ま
せ
ん
。
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
、
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

今
号
ま
で
使
用
し
て
い
た
タ

イ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
２
０
０
３

年
１
月
号
か
ら
「
く
に
た
ち
公
民

館
だ
よ
り
」
の
顔
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

「
く
に
た
ち
公
民
館
だ
よ
り
」

の
タ
イ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
は
来
月

か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
‼

１２
月
２９
日
㈪
～
１
月
３
日
㈯

こ
の
期
間
は
、
公
民
館
全
体
が
お
休

み
に
な
り
ま
す
。

２
月
分
の
会
場
調
整
会
は
、

１２
月
２７
日
㈯
朝
１０
時
か
ら
行
い
ま

す
。参

加
申
込
書
投
入
期
限
は

１２
月
２５
日
㈭
午
後
１０
時
で
す
。

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

１１日（木）夜　くにたちブッククラブ
１４日（日）昼＊　図書室のつどい
� 「弱者の戦略～生物界のおきてに学べ～」
２０日（土）昼　「リニア新幹線のジレンマ」
２１日（日）朝　男性の料理入門・親子版
２１日（日）昼～地方自治講座①
２１日（日）昼～�青年講座　シリーズ
� 現代社会を、私はこう生きる
２１日（日）昼＊Ｃ

シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会
� 「伝統芸能の至芸―名人芸の真髄を見る―」
１月７日（水）夜～日本語教育入門
１０日（土）昼～長谷川宏さんと読む本
１０日（土）昼～�「寛容」について学び、伝え、�

考える

今月の公民館（12月、１月初）

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
７
９
〉 

『
言こ

と

の
葉は

』
会

・
新
古
今
和
歌
集
（
定
家
・
西
行
）
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
取
り
上
げ
ま
し
た
。

進
め
方
は
作
品
の
一
節
に
目
を
通
し
、

そ
れ
か
ら
榎
本
講
師
が
、
内
容
、
時
代

背
景
を
語
り
ま
す
。
そ
の
後
で
参
加
者

で
な
ん
ら
拘
束
さ
れ
ず
、
要
求
も
さ
れ

な
い
フ
リ
ー
な
歓
談
の
場
に
な
れ
ば
と

の
こ
と
で
す
。

参
加
者
は
初
め
て
の
人
、
顔
な
じ
み

の
人
、
榎
本
さ
ん
の
解
説
ぶ
り
に
惹
か

れ
る
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。

文
学
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

月
一
回
、
午
後　

国
立
市
公
民
館

費
用
は
資
料
代
３00
円

連
絡
先　

八
覚
0８0
（
66２１
）
４
５
３
９

〈
文
・
写
真　

長
田
利
信
〉

「
言
の
葉
会
」
と
い
う
こ
と
ば
の
響

き
の
優
し
さ
に
惹
か
れ
て
、
公
民
館
に

古
典
・
近
代
文
学
を
読
む
サ
ー
ク
ル
を

訪
れ
ま
し
た
。

そ
の
日
は
『
俳
文
に
表
わ
れ
た
芭
蕉

の
俳
諧
精
神
～
幻
住
庵
記
を
中
心
と
し

て
』
の
題
で
、
手
元
に
芭
蕉
の
生
涯
に

つ
い
て
調
べ
た
膨
大
な
手
書
き
の
資
料

と
「
幻
住
庵
記
」
の
抜
粋
コ
ピ
ー
が
十

枚
。
事
務
局
の
作
家
・
詩
人
の
八は
っ

覚か
く

正

大
さ
ん
の
司
会
で
始
ま
り
、
代
表
の
元

国
立
高
校
教
師
で
講
師
の
榎
本
修
さ
ん

が
話
を
し
ま
し
た
。

芭
蕉
の
そ
の
時
々
の
俳
句
を
挙
げ
、

そ
の
時
の
状
況
、
交
わ
っ
た
人
々
、
流

行
し
た
俳
諧
な
ど
か
ら
作
風
が
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
。
ま
た
そ
れ

は
芭
蕉
の
何
が
変
わ
っ
た
の
か
な
ど
を

軽
妙
に
、
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

秋
深
き
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ

こ
れ
は
芭
蕉
が
病
ん
で
亡
く
な
る
二

週
間
前
の
作
品
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
い

て
芭
蕉
の
気
持
ち
が
少
し
分
か
っ
た
よ

う
な
…
…
。

「
言
の
葉
会
」
は
表
現
と
し
て
の
言

葉
を
大
切
に
と
榎
本
さ
ん
と
八
覚
さ
ん

が
二
人
で
始
め
ら
れ
、
回
を
重
ね
て
１９

回
目
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
鷗
外
・
漱
石
・
チ
ェ
ー
ホ
フ

ひ
ろ
ば

（
７
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

サ
ン
メ
イ
ト
　
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

フ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
ミ
キ
シ
ン
グ
、
デ

モ
あ
り
、
抽
選
会
等
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽

で
、
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
。
リ
ボ
ン

待
機
。
女
性
控
室
有
。
会
費
500
円　

飲

物
茶
菓
子
付
。

日
時　

１２
月
２２
日
㈪
昼
２
時
～
４
時
半

場
所　

福
祉
会
館　

４
階
大
ホ
ー
ル

連
絡
先　

寺
島
（
5７5
）
７
０
４
６

第
４２
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
お
し
ら
せ

１０
㎞
一
般
男
女
・
高
校
男
子
、
５
㎞

中
学
男
子
、
３
㎞
４０
歳
以
上
男
子
・
一

般
女
子
・
中
学
女
子
・
小
学
生
（
親
同

伴
）。
参
加
費
は
当
日
徴
収
。
ス
タ
ー

ト
は
、
朝
１０
時
。

日
時　

１
月
１
日
㈭
朝
９
時
集
合

場
所　

多
摩
川
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド

連
絡
先　

北
島
（
5７２
）
８
３
１
１

旅
に
病
で
夢
は
枯
野
を
…
…

「
ひ
ろ
ば
」掲
載
写
真�

募　

集　

中

公
民
館　

年
末
年
始
の

�

お
知
ら
せ

みのわ通り（２００９年）
撮影　末永晧さん（富士見台）


